
移動系防災行政無線のデジタル化により、屋外拡声子局の設置が可能となり、緊

移動系防災行政無線のデジタル化のご提案

移動系防災行政無線のデジタル化により、屋外拡声子局の設置が可能となり、緊
急情報伝達ルートの多重化が図れ、被災時には臨時防災対策本部からの避難情報
等を屋外拡声子局経由で伝達できます。

停電動作補償型
屋外拡声子局

太陽電池パネルとリチウ
ムイオンバッテリーを設置。
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停電時にも対応できます。
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防災行政無線とJ ALERT、
IP告知放送、CATV網を連動
させることで、地域住民がど
こでも緊急情報を受信できる
環境が整います。
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統制台

IP告知放送端末からの緊急放送や
メルマガ機能による緊急情報の受信が
おこなえます。
ケーブルテレビを利用したL字放送、
デ タ放送なども別途構築可能です屋外拡声子局
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データ放送なども別途構築可能です。

放送装置 緊急避難して下さい
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※ 既存のIP告知放送やCATV設備、J-ALERTを、本提案の防災行政無線システムと連携させた設計です。
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（統制機能付）

臨時防災対策本部
移動情報センター発展版

臨時防災対策本部
役場内に設置された防災放送装置が使用できない緊急時にも、半固定型、
車載型、携帯型など、用途に合わせた「移動無線260M」を活用し、屋外拡
声子局からの臨時防災放送がおこなえます。

車内に搭載された業務用無線、アマチュア
無線、通信、放送装置、太陽電池パネルによ
り、情報網や電源を確保することが可能です。

実施前年度

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

実施年度

４ ５ ６ ７ ８

実施年度

概算要求

実施年度

予算確定

実施前々年度

・・・

内示／交付

ス

１ ２ ３・・・

・コンサル委託費の確保

・システム内容と事業費の

概算検討

・システム系統/運用方法

設置計画書

基本設計書作成

設計
業者決定 ・設置計画書提出

（総合通信局宛）

実施設計書作成

工事完成後
運営開始
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システム内容の詳細検討事前検討
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・システム構成、回線系統図 ・子局、移動局など設置箇所検討
・機器仕様検討、仕様書作成 ・ランニングコスト検討
・業者から見積取得

・現場説明会
・電波伝搬実験による置局計画
・運用に沿った仕様検討

案
）


